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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　総合的な学習の時間

	２　ねらい
	・習得したコミュニケーションスキルを生かし、輝いている大人と接する中で、これからの生活の中で大切にしたいことを考えることができる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・３年生のキャリア教育の実践では、習得したコミュニケーションスキルを生かし、地域で輝いている大人と接する中で自分らしさを発揮する。その活動を通して、地域講師やエキスパートの方から、生き方や進路に関する情報を獲得し、以後の生活や進路選択に生かす必要があると考える。
・本実践は、首都東京で活躍されている専門家から生き方や仕事に対する思いを聞き、自己の将来設計について深く考えることから始まる。自分の夢に近づくために必要なこと、社会の一員としてできることを考えながら、自己を見つめ、夢の実現に向けて歩き出すというキャリア教育の視点から、意義ある活動である。


	主な学習活動
	時数

	・個人追究テーマを決めよう
	１

	・班別行動計画を立てよう
	３

	・修学旅行　東京班別行動
「エキスパートに会おう」
	２

	・修学旅行のまとめをしよう
	３

	「輝いている大人って？」

(1) 輝いている大人の生き方を知
り、これからの生活に生かすことができる。
(2) キャリア教育としての目標
「人間関係形成・社会形成能力」
＜コミュニケーションスキル＞
	１









輝いている大人って？
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　総合的な学習の時間
２　本時の目標

（1） 輝いている大人の生き方を知り、これからの生活に生かすことができる。
（２）「人間関係形成・社会形成能力」＜コミュニケーションスキル＞
３　準備

　○　フラッシュカード、人物図、ワークシート
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　印象に残っている大人を紹介する。

　・信念をもち、お菓子作りに励む姿が格好よかった。

　・「お客様を第一に」と話してくれた店長のことを思い出した。
	○これまでの活動を振り返るため、３年修学旅行（エキスパートに会おう）、２年職場体験、１年職場訪問の３枚のフラッシュカードを黒板に貼る。
○これまで出会った中で、最も印象に残っている大人について発表するように伝える。


	２　これまで出会った中で輝いていた大人を表現する。

・自分の仕事に誇りをもっている人。

・仕事に責任をもち、がんばっている人。
　・妥協がなく、自分の道を突き進んでいる人。

３　輝いている大人について、班で話し合う。

・物をつくる腕前があり、意欲のある人。

・お客さんのために尽くす人。
４　「私たちが考える輝く大人」を学級全体で考える。


	○輝いている大人の姿を自由に表現できるようにフラッシュカードを配付し、印象に残った言葉、絵（姿）、色を選択して描くことを伝える。

◎各班で、輝いている大人が大切にしていることやこだわりのキーワードを考えさせ、ベスト３を決めてから意見交換するように指示する。
○班で決めたベスト３をフラッシュカードに記入し、黒板に提示した人物図の体に貼るように指示する。

○輝く大人の具体的な姿に迫るために、各班から出されたベスト３について話し合わせる。

☆言葉、絵、色を選択して輝く大人を表現し、互いのよさを認め合いながら意見交換することができたか発言内容から判断する。

	５　これからの生活の中で大切にしたいことを考え、ワークシートに記入する。

・何に関しても精一杯やろうという気持ちを持ち続けたい。

６　夢の実現に向けて、大切にした

いことをまとめる。
	○輝く大人についての具体的な姿に迫るため、職場体験などでの体験を振り返るように助言する。

○現在の自分に足りないものや必要なことを考えた後、大切にしたいことをワークシートに記入するよう指示する。

○今後の追究活動の意欲を高めるため、数名の生徒の考えを紹介する。








本実践





輝いている大人はどんな人かを考えよう








＜特別活動＞


わたしの持ち味、わたしらしさ





＜道徳＞


2-(5)


それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して、寛容の心をもち謙虚に他に学ぶ





＜特別活動＞


新しい出発に向けて





単元名





将来の姿を思い描こう





＜追究活動＞











「自分の生き方を考えよう」
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